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こ
と
か
ら
、
地
表
に
降
雨
し
た
水
は
速
や
か
に
地
中
に
浸
透
し
、
河
川

の
形
成
は
な
い
。
こ
の
た
め
農
業
用
水
は
、
農
地
へ
の
雨
水
を
た
め
池

へ
貯
留
し
て
利
用
、
生
活
用
水
は
「
淡
水
レ
ン
ズ
」
と
呼
ば
れ
る
密
度

差
に
よ
っ
て
海
水
上
部
に
淡
水
が
貯
ま
る
地
下
水
に
依
存
し
て
い
る
。

抱ポ
ー

護グ

が
育
む
持
続
的
島
嶼
農
業

平
坦
で
水
資
源
に
恵
ま
れ
な
い
多
良
間
島
で
は
、
琉
球
王
国
時
代
か

ら
浜
抱
護
（
海
岸
林
）、
村
抱
護
（
集
落
を
抱
く
林
帯
）、
屋
敷
抱
護
（
屋
敷

林
）、
そ
し
て
農
地
抱
護
（
農
地
防
風
林
）
と
い
う
独
特
の
防
風
林
を
巡
ら

し
、
台
風
や
季
節
風
か
ら
暮
ら
し
と
農
畜
産
業
を
守
っ
て
き
た
。

前
述
の
通
り
、
村
で
は
生
活
用
水
を
地
下
水
に
頼
っ
て
い
る
が
、
平

成
一
九
年
の
県
の
調
査
で
水
質
悪
化
が
指
摘
さ
れ
た
。こ
れ
を
受
け
、村

の
さ
と
う
き
び
農
家
二
五
二
戸
が
立
ち
上
が
り
、
水
質
を
改
善
す
る
た

農
業
が
盛
ん
な
琉
球
石
灰
岩
の
島

沖
縄
県
多た

良ら

間ま

村
は
、
宮
古
島
と
石
垣
島
の
ほ
ぼ
中
間
に
位
置
す
る
、

面
積
一
九
・
七
五
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
平
坦
で
楕
円
形
を
し
た
多
良

間
島
と
、
そ
の
北
西
約
一
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
先
に
あ
る
面
積
二
・
一
五

平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
さ
つ
ま
い
も
の
形
を
し
た
水み

ん
な納
島し

ま

の
有
人
二
島

か
ら
な
る
。
村
に
は
一
〇
五
八
名
、四
六
六
世
帯
が
居
住
し
て
い
る
（
令

和
二
年
国
勢
調
査
）。
こ
の
う
ち
農
家
は
、
二
五
二
世
帯
で
全
戸
数
の
五

四
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
、
県
平
均
（
一
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
）
と
比
較
し

て
も
非
常
に
高
い
割
合
を
誇
る
農
業
の
島
で
あ
る
。

気
候
は
亜
熱
帯
海
洋
性
気
候
に
属
し
、
年
平
均
気
温
は
二
四
・
三
度
、

同
降
水
量
は
一
九
四
三
・
二
ミ
リ
に
達
す
る
。
島
の
地
下
五
〇
～
六
〇

メ
ー
ト
ル
に
か
け
て
空く

う
げ
き
り
つ

隙
率
（
岩
石
や
土
壌
な
ど
に
お
け
る
総
体
積
に
対
す
る

隙
間
の
体
積
割
合
）
が
高
い
、
透
水
性
の
良
い
琉
球
石
灰
岩
が
分
布
す
る

事
例
報
告
３

日
本
農
業
遺
産
の
島
で
営
ま
れ
る
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沖
縄
県
多
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策
参
与

来
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図1　多良間島における農業システム

日本農業遺産に選ばれた多良間島の抱護。
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め
に
減
農
薬
、
減
化
学
肥
料
に
取
り
組
ん
だ
。
こ
れ
が
奏
功
し
、
水
質

は
改
善
。
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
、
同
二
四
年
に
は
環
境
保
全
型
農
業

を
実
践
す
る
国
の
「
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
制
度
」
の
認
定
を
受
け
た
。
地

域
の
全
さ
と
う
き
び
生
産
農
家
が
認
定
を
受
け
る
の
は
、
全
国
初
の
事

例
で
あ
る
。

こ
れ
ら
、
琉
球
王
国
時
代
か
ら
の
耕
畜
連
携
、
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
制

度
の
導
入
に
よ
り
、「
持
続
的
農
業
シ
ス
テ
ム
」
が
構
築
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
評
価
さ
れ
（
図
1
）、
令
和
七
年
二
月
に
「
琉
球
王
国
時
代
の
『
抱

護
』
が
育
む
多
良
間
島
の
持
続
的
島
嶼
農
業
シ
ス
テ
ム
」
と
し
て
日
本

農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
。

な
お
現
在
、
多
良
間
村
で
は
、
国
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
（
水
源
は
た

め
池
、
補
助
水
源
は
地
下
水
）
を
進
め
て
い
る
。
令
和
七
年
度
は
、
全
体
実

施
設
計
の
最
終
年
度
で
、
翌
八
年
度
か
ら
事
業
が
着
手
さ
れ
る
。
歴
史

的
に
も
干
ば
つ
で
苦
し
め
ら
れ
て
き
た
住
民
の
か
ん
が
い
設
備
導
入
へ

の
期
待
は
大
き
い
。

多
良
間
村
の
畜
産
今
昔

多
良
間
村
で
は
、
古
く
か
ら
牛
、
馬
、
豚
、
山や

ぎ羊
、
鶏
な
ど
の
家
畜

が
飼
育
さ
れ
て
き
た
が
、
い
ず
れ
も
自
給
自
足
の
域
を
越
え
な
い
小
規

模
経
営
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
用
途
と
し
て
は
、
牛
と
馬
は
耕
作
や

運
搬
な
ど
の
労
力
と
堆
肥
づ
く
り
、
山
羊
と
豚
は
肉
用
や
換
金
と
堆
肥

図2　多良間村の過去49年間の畜産飼養頭数の推移
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づ
く
り
、
鶏
は
肉
用
と
卵
用
で
あ
っ
た
。

耕
作
や
運
搬
な
ど
を
機
械
が
担
う
時
代
に
な
る
と
、
家
畜
に
よ
る
労

力
は
不
要
と
な
る
。
村
で
は
、
農
耕
馬
は
平
成
二
〇
年
ま
で
見
ら
れ
た
。

昭
和
五
三
年
一
二
月
、
宮
古
郡
農
協
多
良
間
支
所
が
初
め
て
肉
用
牛

の
せ
り
を
開
設
。
翌
年
か
ら
は
春
と
秋
の
年
二
回
に
わ
た
っ
て
定
期
的

に
せ
り
市
が
開
設
さ
れ
た
こ
と
で
、
販
路
が
拡
張
し
、
畜
産
農
家
の
意

欲
が
高
ま
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
山
羊
や
豚
の
飼
育
家
庭
も
牛
の
飼
育

に
力
を
入
れ
る
よ
う
に
な
り
、
現
在
で
は
、
肉
用
牛
の
生
産
が
ト
ッ
プ

の
座
を
占
め
、
次
い
で
山
羊
、
豚
の
順
と
な
っ
て
い
る
（
図
2
）。

そ
の
後
、
多
良
間
村
の
肉
用
牛
の
飼
養
頭
数
は
、
平
成
八
年
度
か
ら

令
和
四
年
度
ま
で
は
三
～
四
千
頭
台
で
推
移
し
て
い
た
が
、
同
五
年
度

よ
り
、
二
千
頭
台
に
減
少
し
て
い
る
。
こ
の
主
な
要
因
は
、
後
継
者
不

足
や
県
外
大
手
畜
産
の
飼
養
撤
退
な
ど
で
あ
る
。
多
良
間
村
は
、
同
三

年
に
「
多
良
間
村
酪
農
・
肉
用
牛
生
産
近
代
化
計
画
書
」
を
策
定
。
こ

の
計
画
に
則
り
、
現
在
も
少
子
高
齢
化
に
伴
う
小
離
島
の
畜
産
経
営
の

課
題
、
持
続
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

多
良
間
と
言
え
ば「
ピ
ン
ダ
」

沖
縄
在
来
山
羊
の
来
歴
に
は
、
諸
説
あ
る
が
、
琉
球
王
国
時
代
の
一

五
世
紀
頃
に
交
易
の
あ
っ
た
東
南
ア
ジ
ア
と
中
国
（
明
）
へ
の
進
貢
を

通
じ
て
伝
来
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
多
良
間
村
に
お
け
る
山
羊
の
伝
来

は
定
か
で
は
な
い
が
、
伝
統
的
に
肉
用
、
換
金
用
、
糞
の
堆
肥
活
用
と

し
て
生
産
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
五
一
年
か
ら
令
和
四
年
ま
で
の
畜
産
飼
養
頭
数
の
推
移
を
見
る

と
、
昭
和
六
三
年
頃
に
山
羊
の
頭
数
と
肉
用
牛
の
頭
数
が
逆
転
す
る
ま

で
は
、
山
羊
の
飼
育
頭
数
が
最
も
多
く
、
島
の
産
業
と
し
て
も
さ
と
う

き
び
の
収
入
を
補
完
す
る
農
家
の
収
入
源
と
な
っ
て
い
た
。

多
良
間
村
内
の
山
羊
飼
養
頭
数
の
第
一
位
は
昭
和
五
四
年
の
二
六
二

三
頭
で
あ
る
。
往
時
の
村
の
山
羊
の
飼
養
頭
数
は
、
県
内
で
も
最
大
を

誇
っ
た
。
例
え
ば
、
平
成
一
八
年
に
は
県
の
山
羊
飼
養
頭
数
が
一
万
頭

を
切
り
九
八
九
〇
頭
と
な
る
が
、
こ
の
う
ち
八
七
九
頭
（
八
・
九
パ
ー
セ

ン
ト
）
が
多
良
間
村
で
飼
育
さ
れ
て
い
た
。
多
良
間
産
の
山
羊
は
「
多

良
間
ピ
ン
ダ
」
と
呼
ば
れ
、「
多
良
間
と
言
え
ば
ピ
ン
ダ
、ピ
ン
ダ
と
言

え
ば
多
良
間
」
と
、
称
さ
れ
る
所ゆ

え
ん以
の
生
産
量
で
あ
っ
た
。

山
羊
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
よ
る
島
お
こ
し
を

平
成
一
五
年
の
多
良
間
空
港
の
移
転
に
と
も
な
い
、
同
一
七
年
～
一

九
年
に
か
け
て
沖
縄
振
興
法
に
基
づ
く
内
閣
府
の
「
離
島
地
域
資
源
活

用
・
産
業
育
成
事
業
（
一
島
一
物
語
事
業
）」
を
活
用
し
、
村
で
は
「
多
良

間
ピ
ン
ダ
島
興
し
事
業
」と
し
て
山
羊
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
し
た
。同

事
業
で
は
山
羊
の
飼
育
を
行
な
う
畜
舎
「
山
羊
舎
」
と
「
山
羊
肉
加
工

施
設
」
を
建
設
。
整
備
し
た
施
設
は
、
村
指
定
管
理
者
の
「
有
限
会
社
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た
ら
ま
農
産
」
が
管
理
運
営
し
て
い
る
。
山
羊
舎
の
舎
内
に
は
ス
ノ
コ

を
敷
き
、
清
潔
な
環
境
を
保
つ
こ
と
で
寄
生
虫
な
ど
の
風
土
病
を
防
ぐ
。

ス
ノ
コ
は
開
閉
式
で
、
下
に
落
ち
た
糞
は
シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
で
除
去
し
て

堆
肥
に
す
る
。
こ
の
方
式
は
県
内
初
で
あ
り
、
得
ら
れ
た
堆
肥
は
島
内

農
家
か
ら
も
重
宝
が
ら
れ
て
い
る
。
島
内
に
は
、「
た
ら
ま
農
産
」
の
他

に
個
人
経
営
の
山
羊
農
家
も
い
る
が
、
生
産
し
た
山
羊
は
同
社
に
卸
し

て
い
る
。

山
羊
加
工
施
設
で
は
、「
た
ら
ま
ピ
ン
ダ
」
と
し
て
山
羊
汁
の
レ
ト
ル

ト
パ
ッ
ク
や
、ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
が
多
く
含
ま
れ
る
多
良
間
黒
小
豆
（
サ

サ
ゲ
）
な
ど
の
特
産
品
を
製
造
販
売
し
て
い
る
。

現
在
、
村
に
は
専
業
の
山
羊
生
産
者
は
お
ら
ず
、
す
べ
て
兼
業
農
家

で
あ
る
。
山
羊
を
扱
っ
て
い
る
農
家
の
令
和
五
年
度
の
手
取
り
収
入
は
、

自
家
消
費
分
を
別
に
し
て
約
五
百
万
円
と
推
計
さ
れ
た
。

こ
の
ほ
か
、多
良
間
村
で
は
、一
島
一
物
語
事
業
な
ど
を
契
機
に
、平

成
一
八
年
に
県
内
で
先
駆
け
て
「
多
良
間
村
山
羊
生
産
組
合
」
を
設
立
。

山
羊
の
増
頭
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

島
が
熱
狂
す
る「
多
良
間
島
ピ
ン
ダ
ア
ー
ス
大
会
」

沖
縄
は
闘
牛
が
盛
ん
で
あ
る
が
、
多
良
間
島
で
は
、
山
羊
の
生
産
振

興
と
観
光
振
興
を
目
的
と
し
て
、
平
成
二
二
年
よ
り
「
多
良
間
島
ピ
ン

ダ
ア
ー
ス
大
会
（
闘
山
羊
）」
を
、
年
二
回
（
五
月
、
一
〇
月
）
開
催
し
て

山羊舎で飼育される山羊。
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い
る
。
試
合
は
、
軽
量
級
（
四
〇
～
五
四
キ
ロ
グ
ラ
ム
）、
中
量
級
（
五
五
～

六
九
キ
ロ
グ
ラ
ム
）、
重
量
級
（
七
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
上
、
最
重
量
一
一
六
キ
ロ
グ

ラ
ム
）
の
三
階
級
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
行
な
わ
れ
る
。
試
合
時
間

は
四
分
間
で
、
延
長
す
る
場
合
は
最
大
二
分
が
限
度
で
あ
る
。

大
会
当
日
は
、
島
外
か
ら
も
日
帰
り
観
戦
が
で
き
る
よ
う
に
フ
ェ
リ

ー
の
特
別
運
航
が
あ
り
、
観
光
に
も
寄
与
し
て
い
る
。
近
年
は
伊い

良ら

部ぶ

島じ
ま

（
宮
古
島
市
）
か
ら
も
出
場
が
あ
り
、
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
る
。

山
羊
の
命
名
も
、
そ
の
特
徴
や
屋
号
、
方
言
を
横
文
字
風
に
す
る
な
ど

多
彩
で
、例
え
ば
「
ア
ナ
ギ
ナ
ー
★
プ
ラ
イ
ン
（
訳
：
こ
の
ま
ま
で
は
終
わ

れ
な
い
）」
は
、
そ
の
名
か
ら
も
逆
襲
を
予
感
さ
せ
る
。

技
も
山
羊
特
有
の
攻
撃
パ
タ
ー
ン
が
多
彩

に
繰
広
げ
ら
れ
る
。
マ
イ
ダ
ツ
（
後
ろ
足
立

ち
）・
脳
天
割
り
（
立
ち
上
が
り
、
正
面
か
ら
身
体

を
振
り
下
ろ
し
、
角
を
ぶ
つ
け
る
荒
技
）、
掛
け
技

（
角
掛
、
首
駈
け
、
足
掛
け
）
な
ど
の
技
が
繰
り

広
げ
ら
れ
、
観
客
の
応
援
に
も
熱
が
入
る
。

来
る
本
年
一
〇
月
一
八
日
に
は
、
第
二
八

回
大
会
が
開
催
さ
れ
る
。
是
非
、
多
良
間
村

で
、
白
熱
の
闘
山
羊
を
観
戦
す
る
と
と
も
に
、

ピ
ン
ダ
を
は
じ
め
地
域
に
根
差
し
た
島
の
農

畜
産
品
を
賞
味
い
た
だ
き
た
い
。

■

来
間
玄
次
（
く
り
ま
げ
ん
じ
）

一
九
五
一
年
、沖
縄
県
多
良
間
村
生
ま
れ
。琉
球
大
学
農
学
部

卒
業
。鹿
児
島
大
学
連
合
大
学
院
農
学
研
究
科
博
士
課
程
修

了
。専
門
は
地
下
水
学
、か
ん
が
い
排
水
（
降
雨
流
出
特
性
）、風

水
村
落
景
観
。著
書
『
福
木
巨
木
の
巡
礼
誌
』（
共
著
）
、二
〇

二
二
年
よ
り
多
良
間
村
政
策
参
与
。技
術
士
（
農
業
部
門
）
、博

士（
農
学
）。

山羊同士が激しくぶつかるピンダアース大会。




